
２ 評価に要する時間について 

１）評価終了までの期間 

(ア) 現在、受付後３ヶ月で患者遺族・依頼医療機関への説明会を終了することとしてい

るが、 ６ヶ月を目標とすることに変更する。（資料２１ 受付から要した時間経過に

ついて） 

 

２）スケジュール管理の徹底 

(ア) 各事例の発生時に、評価委員会委員に対して、地域事務局から詳細な評価スケジュ

ールを提示する。（資料１４ モデル事業事例処理の流れ） 

(イ) 評価に要する時間の短縮を図るため、書類回覧手順など地域事務局における標準的

な手順を作成する。 

 

３）患者遺族・依頼医療機関への説明について 

(ア) 患者遺族・依頼医療機関に対して、地域評価委員会における評価の進捗状況につい

て、定期的にあるいは評価委員会開催時等に、情報提供する。 

(イ) 受付時に、患者遺族・依頼医療機関に対して、３ヶ月で終了することは困難である

という現状を伝える。 

(ウ) 満足のいく調査を行ってほしいという患者遺族側の希望は強いが、現実的には診療

録等に基づいた調査を前提としていることを理解してもらうことも必要である。 

 

 

３ 患者遺族及び依頼医療機関の反応について 

１）患者遺族及び依頼医療機関の評価結果報告後の対応について、現状では把握することと

はなっていないが、今後把握することとしてはどうか。 

２）再発防止の提言に対し、依頼医療機関がどのように対応したか追跡調査することが必要

ではないか。 

３）モデル事業は、患者遺族と依頼医療機関の関係改善に役立っているのか、追跡・検証し

ていく必要があるのではないか。 

４）遺族はなぜモデル事業への参加を希望したのか、評価結果についてどう感じたのか、依

頼医療機関に知らせる必要があるのではないか。 

５）モデル事業での評価終了後の紛争処理について、弁護士会などの紛争処理を担当する機

関に紹介する等の措置も必要ではないか。 
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